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研究の概要:  

腰痛患者の腰痛再発率は60％と高いことが報告されているが、腰痛再発の原因は分かっていない。 

したがって、過去に腰痛を経験したが、現在は寛解して腰痛を有さない腰痛既往者の身体特性の分析

が求められている。筋硬度の測定が可能である超音波画像診断装置を使用して、背部筋の筋硬度・筋

厚を評価し、地域在住高齢者の腰痛既往に関連する要因を調査した。 

 その結果、地域在住高齢者の腰痛既往には腰部多裂筋の筋硬度増加が関連することが示唆された。

また、安静立位での姿勢アライメント（脊柱の円背）や背部筋の筋厚、腰部脊柱起立筋の筋硬度は腰

痛既往に関連しなかった。本研究の結果は、腰痛再発の原因解明の一助となる可能性がある。 

 

対象者；健常高齢者19名 (age, 72.4 ± 5.4 years) 、腰痛既往を有する高齢者16名 (age, 70.3 ± 6.5 years) 

測定姿位；安静立位（姿勢アライメントの測定）、安静腹臥位（筋硬度・筋厚の測定） 

姿勢アライメントの測定；スパイナルマウス (Index Ltd., Tokyo, Japan) 

筋硬度・筋厚の測定；せん断波エラストグラフィー機能を有する超音波画像診断装置  

(Aixplorer, Supersonic Imagine, Aix-en-Provence, France) 

 

● 地域在住高齢者の腰痛既往と関連する要因                                     
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